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本資料における用語の考え方

本資料における用語の考え方等は下記のとおりです

• 本事業は、現金、カード、電子マネー、ポイント、QRコード決済等のうちQRコード決
済に関する事業のため、下記の用語に関する考え方等は下記のとおりとなります

• これらの考え方については検討中の要素を含みますが、引き続きWBSに則り、検
討を進めて参ります。

 決済データ
コード決済で発生するデータを指します。下記はガイドライン作成に向け検討中の
想定となり、本事業では取得しない内容も含まれておりますが、例示として記載致
します。

＜想定例＞
・決済事業者：決済金額、時間、場所、その日の決済頻度 等
・店舗：購買（明細）データ、割引有無、セール品・特価品区分、棚割り 等
・利用者：属性情報、行動データ（クーポン発行、アプリ起動、閲覧履歴等） 等

 決済事業者
コード決済事業者を指します。
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